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オートファジーの分子機構と膜動態A01 公募
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ミトコンドリアの形態・数・大きさは細胞の種類によって様々であり、細胞内外
の環境変化に応答して変化する。このミトコンドリアのダイナミクスは、主に分裂・
融合で制御されており、ミトコンドリアの機能と品質管理に重要である。とりわけ
分裂については、選択的ミトコンドリア分解機構「マイトファジー」との密接なリ
ンクが示唆されている。

出芽酵母において、オートファゴソームは概ねミトコンドリアより小さい。した
がって、マイトファジーを効率よく起こすためには、ミトコンドリアを小さく断片
化しなければならないと想定できる。ミトコンドリアの分裂には、ダイナミン様
GTPase Dnm1 が必須な役割を果たすと考えられているが、Dnm1 やその受容体タン
パク質を欠損した細胞においても、マイトファジーは 80% 程度の効率で起こる。こ
のことは、ミトコンドリアの断片化に働く未知のタンパク質が別に存在し、マイト
ファジー特異的なミトコンドリア分裂を駆動している可能性を提起している。

本研究では、巨大なミトコンドリアをオートファジーで分解するための、「サイズ
縮小」に機能している因子を同定し、その分子機構を明らかにしてゆく。
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マイトファジー誘導時に駆動される
ミトコンドリア分裂の分子基盤


